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【手続補正書】
【提出日】令和3年5月12日(2021.5.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像をブロック単位で符号化可能な画像符号化装置であって、
　画像を複数のコーディングツリーユニットに分割する第１の分割手段と、
　前記コーディングツリーユニットを複数のブロックに分割する第２の分割手段と、
　前記第２の分割手段によって分割される回数に応じた分割値と、量子化パラメータを共
有するブロックグループを決定するための閾値とを比較する比較手段と、
　前記比較手段による比較結果に基づいて、量子化パラメータを示すデータの符号化を行
う符号化手段と、
　デブロッキングフィルタ処理を行うフィルタ処理手段と
　を有し、
　前記第２の分割手段は、水平方向における長さと垂直方向における長さとが異なるブロ
ックに、前記コーディングツリーユニットを分割することが可能であり、
　前記分割値は、前記第２の分割手段によって分割される回数が多くなると、大きくなる
値であり、
　量子化パラメータを共有する前記ブロックグループは、前記分割値が前記閾値以上であ
る複数のブロックを含み、
　前記符号化手段は、前記ブロックグループに含まれる前記複数のブロックの内の少なく
ともいずれかにゼロではない係数が含まれる場合に、当該ブロックグループにおいて共有
される量子化パラメータを示すデータを、前記ゼロではない係数が含まれるブロックに関
連付けて符号化し、
　前記フィルタ処理手段は、前記ブロックグループに含まれる前記複数のブロックにゼロ
ではない係数が含まれない場合に、前記ブロックグループに含まれる前記複数のブロック
におけるデブロッキングフィルタ処理を、前記ブロックグループ以外の他のブロックのた
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めの量子化パラメータを用いて実行する
　ことを特徴とする画像符号化装置。
【請求項２】
　前記他のブロックのための量子化パラメータは、前記ブロックグループの処理の前に符
号化された量子化パラメータである
　ことを特徴とする請求項１記載の画像符号化装置。
【請求項３】
　画像を複数のコーディングツリーユニットに分割するとともに前記コーディングツリー
ユニットを複数のブロックに分割することで符号化されたビットストリームを復号可能な
画像復号装置であって、
　前記コーディングツリーユニットが分割される回数に応じた分割値と、量子化パラメー
タを共有するブロックグループを決定するための閾値とを比較する比較手段と、
　前記比較手段による比較結果に基づいて、量子化パラメータを示すデータの復号を行う
復号手段と、
　デブロッキングフィルタ処理を行うフィルタ処理手段と
　を有し、
　前記複数のブロックは、水平方向における長さと垂直方向における長さとが異なるブロ
ックを含むことが可能であり、
　前記分割値は、分割される回数が多くなると、大きくなる値であり、
　量子化パラメータを共有する前記ブロックグループは、前記分割値が前記閾値以上であ
る複数のブロックを含み、
　前記復号手段は、前記ブロックグループに含まれる前記複数のブロックの内の少なくと
もいずれかにゼロではない係数が含まれる場合に、当該ブロックグループにおいて共有さ
れる量子化パラメータを示すデータを、前記ゼロではない係数が含まれるブロックの処理
において復号し、
　前記フィルタ処理手段は、前記ブロックグループに含まれる前記複数のブロックにゼロ
ではない係数が含まれない場合に、前記ブロックグループに含まれる前記複数のブロック
におけるデブロッキングフィルタ処理を、前記ブロックグループ以外の他のブロックのた
めの量子化パラメータを用いて実行する
　ことを特徴とする画像復号装置。
【請求項４】
　前記他のブロックのための量子化パラメータは、前記ブロックグループの処理の前に復
号された量子化パラメータである
　ことを特徴とする請求項３記載の画像復号装置。
【請求項５】
　画像をブロック単位で符号化可能な画像符号化方法であって、
　画像を複数のコーディングツリーユニットに分割する第１の分割工程と、
　前記コーディングツリーユニットを複数のブロックに分割する第２の分割工程と、
　前記第２の分割工程によって分割される回数に応じた分割値と、量子化パラメータを共
有するブロックグループを決定するための閾値とを比較する比較工程と、
　前記比較工程による比較結果に基づいて、量子化パラメータを示すデータの符号化を行
う符号化工程と、
　デブロッキングフィルタ処理を行うフィルタ処理工程と
　を有し、
　前記第２の分割工程において、水平方向における長さと垂直方向における長さとが異な
るブロックに、前記コーディングツリーユニットを分割することが可能であり、
　前記分割値は、前記第２の分割工程によって分割される回数が多くなると、大きくなる
値であり、
　量子化パラメータを共有する前記ブロックグループは、前記分割値が前記閾値以上であ
る複数のブロックを含み、
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　前記符号化工程において、前記ブロックグループに含まれる前記複数のブロックの内の
少なくともいずれかにゼロではない係数が含まれる場合に、当該ブロックグループにおい
て共有される量子化パラメータを示すデータを、前記ゼロではない係数が含まれるブロッ
クに関連付けて符号化し、
　前記フィルタ処理工程において、前記ブロックグループに含まれる前記複数のブロック
にゼロではない係数が含まれない場合に、前記ブロックグループに含まれる前記複数のブ
ロックにおけるデブロッキングフィルタ処理を、前記ブロックグループ以外の他のブロッ
クのための量子化パラメータを用いて実行する
　ことを特徴とする画像符号化方法。
【請求項６】
　前記他のブロックのための量子化パラメータは、前記ブロックグループの処理の前に符
号化された量子化パラメータである
　ことを特徴とする請求項５記載の画像符号化方法。
【請求項７】
　画像を複数のコーディングツリーユニットに分割するとともに当該コーディングツリー
ユニットを複数のブロックに分割することで符号化されたビットストリームを復号可能な
画像復号方法であって、
　前記コーディングツリーユニットが分割される回数に応じた分割値と、量子化パラメー
タを共有するブロックグループを決定するための閾値とを比較する比較工程と、
　前記比較工程による比較結果に基づいて、量子化パラメータを示すデータの復号を行う
復号工程と、
　デブロッキングフィルタ処理を行うフィルタ処理工程と
　を有し、
　前記複数のブロックは、水平方向における長さと垂直方向における長さとが異なるブロ
ックを含むことが可能であり、
　前記分割値は、分割される回数が多くなると、大きくなる値であり、
　量子化パラメータを共有する前記ブロックグループは、前記分割値が前記閾値以上であ
る複数のブロックを含み、
　前記復号工程において、前記ブロックグループに含まれる前記複数のブロックの内の少
なくともいずれかにゼロではない係数が含まれる場合に、当該ブロックグループにおいて
共有される量子化パラメータを示すデータを、前記ゼロではない係数が含まれるブロック
の処理において復号し、
　前記フィルタ処理工程において、前記ブロックグループに含まれる前記複数のブロック
にゼロではない係数が含まれない場合に、前記ブロックグループに含まれる前記複数のブ
ロックにおけるデブロッキングフィルタ処理を、前記ブロックグループ以外の他のブロッ
クのための量子化パラメータを用いて実行する
　ことを特徴とする画像復号方法。
【請求項８】
　前記他のブロックのための量子化パラメータは、前記ブロックグループの処理の前に復
号された量子化パラメータである
　ことを特徴とする請求項７記載の画像復号方法。
【請求項９】
　コンピュータを、請求項１又は２に記載の画像符号化装置の各手段として機能させるこ
とを特徴とするプログラム。
【請求項１０】
　コンピュータを、請求項３又は４に記載の画像復号装置の各手段として機能させること
を特徴とするプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　前述の問題点を解決するため、本発明の画像符号化装置は以下の構成を有する。すなわ
ち、画像をブロック単位で符号化可能な画像符号化装置であって、画像を複数のコーディ
ングツリーユニットに分割する第１の分割手段と、前記コーディングツリーユニットを複
数のブロックに分割する第２の分割手段と、前記第２の分割手段によって分割される回数
に応じた分割値と、量子化パラメータを共有するブロックグループを決定するための閾値
とを比較する比較手段と、前記比較手段による比較結果に基づいて、量子化パラメータを
示すデータの符号化を行う符号化手段と、デブロッキングフィルタ処理を行うフィルタ処
理手段とを有し、前記第２の分割手段は、水平方向における長さと垂直方向における長さ
とが異なるブロックに、前記コーディングツリーユニットを分割することが可能であり、
前記分割値は、前記第２の分割手段によって分割される回数が多くなると、大きくなる値
であり、量子化パラメータを共有する前記ブロックグループは、前記分割値が前記閾値以
上である複数のブロックを含み、前記符号化手段は、前記ブロックグループに含まれる前
記複数のブロックの内の少なくともいずれかにゼロではない係数が含まれる場合に、当該
ブロックグループにおいて共有される量子化パラメータを示すデータを、前記ゼロではな
い係数が含まれるブロックに関連付けて符号化し、前記フィルタ処理手段は、前記ブロッ
クグループに含まれる前記複数のブロックにゼロではない係数が含まれない場合に、前記
ブロックグループに含まれる前記複数のブロックにおけるデブロッキングフィルタ処理を
、前記ブロックグループ以外の他のブロックのための量子化パラメータを用いて実行する
。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　また、本発明の画像復号装置は以下の構成を有する。すなわち、画像を複数のコーディ
ングツリーユニットに分割するとともに前記コーディングツリーユニットを複数のブロッ
クに分割することで符号化されたビットストリームを復号可能な画像復号装置であって、
前記コーディングツリーユニットから前記ブロックに分割される回数に応じた分割値と、
量子化パラメータを共有するブロックグループを決定するための閾値とを比較する比較手
段と、前記比較手段による比較結果に基づいて、量子化パラメータを示すデータの復号を
行う復号手段と、デブロッキングフィルタ処理を行うフィルタ処理手段とを有し、前記複
数のブロックは、水平方向における長さと垂直方向における長さとが異なるブロックを含
むことが可能であり、前記分割値は、分割される回数が多くなると、大きくなる値であり
、量子化パラメータを共有する前記ブロックグループは、前記分割値が前記閾値以上であ
る複数のブロックを含み、前記復号手段は、前記ブロックグループに含まれる前記複数の
ブロックの内の少なくともいずれかにゼロではない係数が含まれる場合に、当該ブロック
グループにおいて共有される量子化パラメータを示すデータを、前記ゼロではない係数が
含まれるブロックの処理において復号し、前記フィルタ処理手段は、前記ブロックグルー
プに含まれる前記複数のブロックにゼロではない係数が含まれない場合に、前記ブロック
グループに含まれる前記複数のブロックにおけるデブロッキングフィルタ処理を、前記ブ
ロックグループ以外の他のブロックのための量子化パラメータを用いて実行する。
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